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国 民 年 金国 民 年 金

５月分 国民年金保険料
▶口座振替日	 ７月１日（月）
　定額１カ月	 16,980円
　付 加 つ き	 17,380円
現金納付の方、スマホ決済の方も
お忘れなく、７月１日（月）までに
納めてください。

国民年金保険料を免除・猶予する制度があります

224

人
権
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
て

−

学
ぼ
う
人
間
の
尊
厳

−

『
た
つ
の
市
民
主
化
推
進
協
議

会
総
会
』の
開
催

　
４
月
27
日（
土
）、「
す
べ
て
の
市
民
の

人
権
を
守
る
、
ふ
れ
あ
い
・
結
び
あ
い
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
基
本
目
標
に
た

つ
の
市
民
主
化
推
進
協
議
会
（
以
下
、
民

推
協
）
総
会
が
、
赤
と
ん
ぼ
文
化
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
根
本
会
長
が
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
人

権
は
、
空
気
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
が

毎
日
安
心
し
て
、
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て

い
く
上
で
大
切
な
も
の
。
こ
れ
か
ら
も
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
ま
し
ょ
う
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
４
月
８
日

に
、
民
推
協
を
中
心
と
し
た
23
団
体
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
差
別

等
の
人
権
侵
害
の
な
い
た
つ
の
市
を
つ
く

る
た
め
の
条
例
制
定
の
要
望
を
市
長
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
条
例
が
で
き

対象となる方
❶前年所得が少ない方（所得基準は窓口でお問い合わせください。）
❷申請する年度または前年度で失業・倒産・事業の廃止等があった方
❸障害者または寡婦で、前年所得が135万円以下の方
❹生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている方
❺特別障害給付金を受けている方

※ 「保険料免除制度」の場合は、申請者本人・配偶者・世帯主の前年所得が、「納付猶予制度」の場合は、申請者本人・
配偶者の前年所得が、それぞれ基準範囲内であることが必要です。

手続きの窓口 		国保医療年金課、各総合支所地域振興課

手続きに必要なもの
❶マイナンバーまたは基礎年金番号が分かるもの（年金手帳または納付書など）
❷失業を理由とするときは「雇用保険受給資格者証」や「雇用保険被保険者離職票」の写し等　

　所得の減少や失業などで国民年金保険料の納付が困難な場合は、申請し
承認されると保険料の納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「納付
猶予制度」があります。
　制度の承認期間は、７月から翌年６月までの１年間で、令和６年度分の申
請は、７月１日（月）から受け付けを開始します。
　※失業（退職）による特例認定の方は、再度申請が必要です。

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
山
本
市
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ

の
中
で
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
的
な
投
稿
に
よ

る
人
権
侵
害
の
事
例
が
後
を
絶
た
な
い
。

民
推
協
か
ら
条
例
制
定
の
要
望
書
を
受

け
取
り
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。
今

後
も
、
民
推
協
を
核
と
し
て
、
学
校
と
家

庭
、
地
域
が
連
携
を
し
て
、
心
の
通
い
合

う
交
流
を
広
げ
、
全
て
の
市
民
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
た
つ
の
市

を
実
現
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

■
民
推
協
令
和
６
年
度
重
点
目
標

１　

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら

ゆ
る
差
別
の
解
消
が
〝
自
ら
の
生

き
方
〟
と
関
わ
っ
て
い
る
と
自
覚

で
き
る
研
修
内
容
を
創
造
し
、
研

修
の
活
性
化
を
図
る
。

２　

地
区
内
外
住
民
の
多
様
な
交
流
を

促
進
し
、〝
共
に
生
き
る
〟
温
か
い

人
間
関
係
づ
く
り
に
努
め
る
。

３　

実
践
の
積
み
上
げ
を
発
表
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
・
支
部
間
の
交
流
を
深
め

る
。

４　

指
導
者
の
育
成
お
よ
び
資
質
の
向

上
を
図
る
。

５　

人
権
意
識
を
高
め
る
啓
発
活
動
を

推
進
す
る
。

　
「
民
推
協
総
会
記
念
講
演
」に
つ
い
て

は
、次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
人
権
教
育
推
進
課
（
☎
64
・
３
１
８
２
）

催
　
　
し

第
24
回 

う
ら
べ
紅
花
の
郷

事
業

　

浦
部
自
治
会
で
は
、
畑
地
3.3

ア
ー
ル
に
栽
培
し
た
紅
花
で
、
切

り
花
の
体
験
と
販
売
を
実
施
し
ま

す
。

と
き　

６
月
13
日
（
木
）～
23
日

（
日
） 

９
時
～
16
時
（
23
日
は
14
時

ま
で
）

※
花
の
咲
き
具
合
に
よ
り
日
程
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

揖
保
川
町
浦
部
紅
花

圃
場
（
自
治
会
の
南
（
山
の
手
前
））

▼ 

浦
部
自
治
会 

東
坂
（
☎
０
９
０
・ 

２
１
０
０
・
２
１
６
７
）

第
43
回

松
竹
会
邦
楽
演
奏
会

　

邦
楽
グ
ル
ー
プ
松
竹
会
が
、
尺

八
と
弦
（
箏
・
三
弦
、
十
七
弦
）
の

各
パ
ー
ト
を
独
奏
す
る
和
楽
器
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

６
月
16
日
（
日
）
13
時
～

と
こ
ろ　

赤
と
ん
ぼ
文
化
ホ
ー

ル
中
ホ
ー
ル

内
容　
「
尾
上
の
松
」
「
六
連
星
」

「
月
弓
尊
」「
お
も
い
の
た
け
」
な

ど
、
古
曲
・
新
曲
・
最
新
の
現
代

曲
を
13
曲
演
奏

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

邦
楽
グ
ル
ー
プ

松
竹
会 

西
山（
☎
63
・
１
９
６
５
）

第
13
回

市
民
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

６
月
21
日
（
金
）
12
時
15

分
～
（
約
30
分
）

と
こ
ろ　

市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
者　

ひ
ら
り
ー
ず
＆
た
つ
の

ケ
ー
ナ
の
会
（
ケ
ー
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
）

演
奏
曲　

コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い

く
、
花
祭
り
、
ラ
ン
バ
ダ
、
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
の
メ
リ
ー
、
セ
ニ
ョ
ラ

チ
チ
ェ
ラ 

な
ど　

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

出
演
団
体
は
随
時
募
集
中

１
度
目
と
は
違
っ
た
曲
を
披
露
し

た
い
団
体
は
２
度
目
も
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

市
民
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
推
進

委
員
会
（
山
本
☎
０
９
０
・
９
７
０ 

９
・
４
６
３
７
）

募
　
　
集

「
道
の
駅
み
つ
体
験
学
習
室
」

参
加
者
募
集

　

目
の
前
に
広
が
る
瀬
戸
内
の
海

や
島
々
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
、

思
い
出
に
残
る
体
験
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

★
た
つ
の
の
味
シ
リ
ー
ズ
①
素
麺

と
き　

７
月
２
日
（
火
）
10
時
～

14
時

募
集
人
数　

15
名

参
加
費
（
予
定
）　

１
，５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・

三
角
巾
・
手
拭
き
・
筆
記
用
具
・

上
履
き

★
フ
ァ
ミ
リ
ー
魚
の
つ
か
み
ど
り
体
験

と
き　

７
月
６
日
（
土
）
10
時
～

12
時

募
集
人
数　

30
名

参
加
費
（
予
定
）

大
人
１
，２
０
０
円
／
小
・
中
学
生

７
０
０
円
／
幼
児
３
０
０
円

持
ち
物　

軍
手
・
持
ち
帰
り
用

ク
ー
ラ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
・
保
冷
剤
・
氷

★
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
陶
芸
体
験 

と
き　

７
月
20
日
（
土
）
10
時
～

13
時

募
集
人
数　

15
名

参
加
費
（
予
定
）　

２
，３
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・

手
拭
き
・
筆
記
用
具
・
上
履
き
・

ぞ
う
き
ん

★
体
に
や
さ
し
い
酵
素
料
理
体
験

と
き　

７
月
23
日
（
火
）
10
時
～

14
時

募
集
人
数　

 

15
名

参
加
費
（
予
定
）　

１
，６
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・

三
角
巾
・
手
拭
き
・
筆
記
用
具
・

上
履
き

★
海
の
さ
か
な
た
ち
を
絵え

楽が
く
体
験

と
き　

７
月
27
日（
土
）
10
時
～

13
時

募
集
人
数　

15
名

参
加
費
（
予
定
）　

８
０
０
円

持
ち
物　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
・

上
履
き

※ 

大
人
も
子
供
も
大
歓
迎
。ア
ク

リ
ル
絵
の
具
を
使
っ
て
楽
し
く

革
に
魚
の
絵
を
描
き
ま
し
ょ
う
。

♦
体
験
学
習
室
の
ご
案
内

　

体
験
、
研
修
等
の
会
場
と
し

て
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
詳
細
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

「
道
の
駅
み
つ
」
体
験
学
習
室

（
☎
３
２
２
・
８
０
２
０
）

※ 

休
館
日
（
水
・
土
・
日
・
祝
日
）

※ 

イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
、
電
話
が

つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ゆ
う
ゆ
う
学
園（
西
播
磨
高

齢
者
文
化
大
学
）地
域
公
開

講
座 

受
講
生
を
募
集

　

高
齢
者
大
学
な
ら
び
に
西
播
磨

文
化
会
館
へ
の
理
解
を
広
め
る
た

め
に
ゆ
う
ゆ
う
学
園
の
講
座
を
地

域
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
ま
す
。

と
き　

第
１
回　
６
月
28
日（
金
）

第
２
回　
７
月
５
日（
金
）

と
も
に
10
時
15
分
～
11
時
45
分

（
受
付
９
時
45
分
）

と
こ
ろ　

西
播
磨
文
化
会
館

演
題
・
講
師　

第
１
回　
国
宝
姫
路
城
修
復
～
大

都
流
の
教
え
か
ら
～

西
嶋 

靖
尚
氏
（
株
式
会
社
西
嶋
工

務
店 

代
表
取
締
役
）

第
２
回　
み
な
さ
ん
、幸
せ
で
す
か

前
岡 

靖
文
氏
（
斑
鳩
寺 

住
職
）

定
員　

各
回
50
名
（
先
着
順
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

参
加
費　

５
０
０
円

受
付　

平
日 

９
時
～
17
時　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

西
播
磨

文
化
会
館
（
☎
75
・
３
６
６
３
）

各
体
験
共
通

※
申
し
込
み
は
代
表
者
一
人
に

つ
き
２
名
ま
で
（
合
計
３
名
）

※
ご
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
２
日

前
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

▶姫路年金事務所国民年金課（☎079・224・6382） ▶国保医療年金課（☎64・3240）
▶●新 地域振興課（☎75・0253） ▶●揖 地域振興課（☎72・2523） ▶●御 地域振興課（☎322・1451）
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